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[1] （解答）

(1) a = 1 のとき 2x < 6− 3x < −x+ 8 を満たす xの値の範囲を求める
2x < 6− 3x を解くと x <

6

5
， 6− 3x < −x+ 8 を解くと x > −1

求める xの値の範囲は −1 < x <
6

5
· · · · · ·（答）

a = −3 のとき −2x < 6 + x < 3x+ 8 を満たす xの値の範囲を求める
−2x < 6 + x を解くと x > −2， 6 + x < 3x+ 8 を解くと x > −1

求める xの値の範囲は x > −1 · · · · · ·（答）
(2) (a+ 1)x < 6− (2 + a)x < −ax+ 8 を満たす xの値の範囲を求める

6− (2 + a)x < −ax+ 8 を解くと aの値によらず x > −1

(a+ 1)x < 6− (2 + a)x を解くと， 2a+ 3 > 0 のとき x <
6

2a+ 3
，

2a+ 3 < 0 のとき x >
6

2a+ 3
， 2a+ 3 = 0 のとき 任意の実数 xについて不等式を満たす

(i) 2a+ 3 > 0 つまり a > −3

2
のとき

求める xの値の範囲は −1 < x かつ x <
6

2a+ 3
となるから

整数 xをちょうど 3個含むためには 2 <
6

2a+ 3
! 3 であればよい

2 <
6

2a+ 3
を解くと a < 0， 6

2a+ 3
! 3 を解くと a " −1

2

aの値の範囲は −1

2
! a < 0

(ii) 2a+ 3 < 0 つまり a < −3

2
のとき

求める xの値の範囲は −1 < x かつ 6

2a+ 3
< x となるから

a < −3

2
のとき，整数 xは無限個存在する

(iii) 2a+ 3 = 0 つまり a = −3

2
のとき 任意の実数 xについて不等式を満たす

よって，整数 xは無限個存在する
(i)，(ii)，(iii) より
整数 xをちょうど 3個含む a の値の範囲は −1

2
! a < 0 · · · · · ·（答）

整数 xが無限個存在する a の値の範囲は a ! −3

2
· · · · · ·（答）



[2] （解答）
(1) 6枚のうち 3枚を選んで 1列に並べる順列は 6P3 (通り)
このうち，百の位が 0となる順列は 5P2 (通り)
よって，作ることのできる 3桁の整数は 6P3 − 5P2 = 120 − 20 = 100 (個) · · · · · · (答)

さらに，6枚のうち 3枚を並べて，一の位が 0か 5となる順列は 5P2 × 2 (通り)
このうち，百の位が 0で一の位が 5となる順列は 4P1 (通り)
よって，作ることのできる 3桁の 5の倍数は 5P2 × 2 − 4P1 = 40 − 4 = 36 (個) · · · · · · (答)

(2) 6枚のうち 3枚を選ぶ組合せは 6C3 = 20 (通り) · · · · · · (答)

さらに，最大値が 4となるためには，まず，4を選んでおり，
他 2枚は 0，1，2，3から選ばれる必要があるので 4C2 = 6 (通り) · · · · · · (答)



[3]（解答）

(1) 2次関数 y = ax2 + bx+ cが x = 2で最小値をとるから
y = ax2 + bx+ c = a(x− 2)2 + q

となる定数 q が存在する。また，2点 (3，4)，(4，7)を通るから
{
(3，4)のとき 4 = a+ q

(4，7)のとき 7 = 4a+ q

が成り立つ。これを解くと a = 1, q = 3であるから
y = (x− 2)2 + 3 = x2 − 4x+ 7

ゆえに a = 1，b = −4，c = 7である。 · · · · · · (答)

(2) y = 3x2 − 12x + 19 を平方完成すると y = 3(x − 2)2 + 7 であるから頂点は (2，7) である。
よって頂点が一致する 1©は

y = a(x− 2)2 + 7 = ax2 − 4ax+ 4a+ 7

と書ける。元の式と係数を比較すると
{
−4a = b

4a+ 7 = c

b = 4と合わせて解くと a = −1，c = 3である。 · · · · · · (答)

(3) y = 2x2 + 5x + 5を 1©に戻すことを考える。まず，x軸方向に 2，y 軸方向に −5だけ平行移
動すると，

y = 2(x− 2)2 + 5(x− 2) + 5− 5 ∴ y = 2x2 − 3x− 2

これを原点に関して対称移動すると
−y = 2(−x)2 − 3(−x)− 2 ∴ y = −2x2 − 3x+ 2

ゆえに a = −2，b = −3，c = 2である。 · · · · · · (答)
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